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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明環境において向きを変えることが可能な照明を制御する対話型システムであって、
　前記照明環境の表示を有する対話型ディスプレイであって、前記表示は、少なくとも１
つの位置変更可能な照明の表示を含む当該対話型ディスプレイを有し、
　前記位置変更可能な照明の表示は、少なくとも１つの向きを変えることが可能な光源に
関連し、光源の表示及び照明効果の表示を含み、
　前記光源の表示は、前記向きを変えることが可能な光源の調整可能な照明パラメータの
現在の値に対応するソース可変サイズ及びソース可変濃淡の少なくとも１つを含み、
　前記照明効果の表示は、前記位置変更可能な照明効果の表示の現在の位置における前記
向きを変えることが可能な光源の照明効果に対応する効果可変サイズ及び効果可変濃淡の
少なくとも１つを含む、
　当該対話型システム。
【請求項２】
　前記ソース可変サイズが前記光源の調整可能なビーム幅の現在のビーム幅に対応する、
請求項１記載の対話型システム。
【請求項３】
　前記光源の表示が、前記ソース可変サイズ及び前記ソース可変濃淡の両方を含む、請求
項２記載の対話型システム。
【請求項４】
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　前記ソース可変濃淡が前記光源の調整可能な調光レベルの現在の調光レベルに対応する
、請求項１記載の対話型システム。
【請求項５】
　前記効果可変サイズが、前記現在の位置における前記照明効果の大きさに対応する、請
求項１記載の対話型システム。
【請求項６】
　前記照明効果の表示が前記効果可変サイズ及び前記効果可変濃淡の両方を含む、請求項
５記載の対話型システム。
【請求項７】
　前記効果可変濃淡が前記現在の位置の照明レベルに対応する、請求項６記載の対話型シ
ステム。
【請求項８】
　前記光源の表示が前記照明効果の表示の内部に入っている、請求項１記載の対話型シス
テム。
【請求項９】
　複数の前記向きを変えることが可能な光源が与えられ、前記照明の表示が前記複数の向
きを変えることが可能な光源の少なくとも１つと選択的に関連している、請求項１記載の
対話型システム。
【請求項１０】
　前記調整可能な照明パラメータが前記ディスプレイ上の前記照明の表示の操作を介して
調整可能である、請求項１記載の対話型システム。
【請求項１１】
　仮想環境において照明パラメータを表示する方法であって、
　実世界の環境を示す仮想環境内において光源の照明効果の位置を確認するステップと、
　前記光源の調整可能な照明パラメータの現在の値に対応するように第１の形状部の第１
のサイズ及び第１の濃淡の少なくとも１つを決定するステップと、
　前記位置における前記光源の前記照明効果に対応するように第２の形状部の第２のサイ
ズ及び第２の濃淡の少なくとも１つを決定するステップと、
　前記仮想環境における前記位置に前記第１の形状部及び前記第２の形状部を重ね合わせ
るステップと
　を有する当該方法。
【請求項１２】
　前記第１の形状部が前記第２の形状部の内部に入れられた、請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記仮想環境において前記光源の表示を与えるステップと、前記仮想環境において前記
第１の形状部及び前記第２の形状部と前記表示との間に基準マーキングを配置するステッ
プと、を更に有する、請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　調整された照明パラメータに対する前記調整可能な照明パラメータの調整を決定するス
テップと、前記調整に対応するように前記第２のサイズ及び第２の濃淡の前記少なくとも
１つを変更するステップと、を更に有する、請求項１１記載の方法。
【請求項１５】
　前記仮想環境内において前記第１の形状部を新しい位置に動かすためのユーザ入力を受
信するステップと、前記新しい位置における前記光源の前記照明効果に対応するように前
記第１のサイズ及び第１の濃淡の前記少なくとも１つを変更するステップと、を更に有す
る、請求項１１記載の方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　［０００１］本発明は、全体として、照明制御を対象とする。より詳細には、本明細書
に開示される種々の本発明の方法及び装置は、照明環境の制御のための対話型システムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　［０００２］或る照明システムの実現では、照明環境内の１つ以上の場所において所望
の照明効果を達成するために、１つ以上の光源の照明パラメータを調整することが望まし
い。例えば、「可動ヘッド」型のスポット照明器具の光源のような光源のパン及び／又は
チルトを調整することが望ましい。また、例えば、（ＬＥＤを使用した光源のパン及び／
又はチルトの調整を伴う又は伴わない）ＬＥＤを使用した光源の向きを調整することも望
ましい。例えば、ＬＥＤを使用した光源は、種々の方向に及び／又は種々の場所からコリ
メート光線を生成する複数のＬＥＤを含んでいる。ＬＥＤを使用した光源の選択的なＬＥ
Ｄは、１つ以上の光線を照明環境内の１つ以上の場所に方向付けるように点灯される。ま
た、例えば、ＬＥＤを使用した光源は、それぞれが１つ以上のＬＥＤ上に設けられ、光の
出力をＬＥＤから所望の場所へ向けるために選択的に動作し得る１つ以上の向きを変える
ことが可能な光学素子を追加として又は代替として含んでいる。
【０００３】
　［０００３］或る制御の状況では、ユーザは、照明源を直接制御する（例えば、パン／
チルト及び／又はＬＥＤ光源の出力を直接調整する）代わりに又はそれに加えて、所望の
照明効果（例えば、照明効果の場所、照明効果を作り出す光の入射方向、照明効果の強度
）を制御するために選択肢を有する方がよい。本願発明者等は、照明効果をベースとする
光源の制御は、ユーザが適用される照明効果を理解することができ、またオプションで、
他の照明効果が得られることの指示を与えることもできるように示されるべきであること
を見出した。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　［０００４］従って、当該技術分野においては、ユーザが照明システムにおける１つ以
上の所望の照明効果を制御及び指定することができ、オプションで、該照明システムの能
力及び制限の指示を与え得る装置及び方法を提供する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　［０００５］この開示は、照明環境の対話型制御のための本発明の方法及び装置に向け
られている。例えば、幾つかの実施形態では、照明環境内の向きを変えることが可能な照
明を制御する対話型システムが提供される。このシステムは、ユーザが１つ以上の所望の
照明効果を制御及び指定することができ、オプションで、該照明システムの能力及び制限
の指示を与えることができる。また、例えば、幾つかの実施形態では、或る環境を照明す
る照明システムを制御する方法が提供され、これは、対話型ディスプレイにおける照明の
表示の操作及び対応する光源の光出力の操作を含んでいる。また、例えば、幾つかの実施
形態では、仮想環境において調整可能な照明パラメータの表示を可能にするシステム及び
方法が提供される。
【０００６】
　［０００６］一般的に、一観点では、上記照明環境の表示を有する対話型ディスプレイ
を含む照明環境において向きを変えることが可能な照明を制御する対話型システムが提供
される。上記表示は、少なくとも１つの位置変更可能な照明の表示を含んでいる。上記照
明の表示は、少なくとも１つの向きを変えることが可能な光源に関連し、光源の表示及び
照明効果の表示を含んでいる。上記光源の表示は、上記向きを変えることが可能な光源の
照明パラメータに対応するソース可変サイズ及びソース可変濃淡の少なくとも１つを含ん
でいる。上記照明効果の表示は、上記位置変更可能な照明効果の表示の現在の位置におけ
る上記向きを変えることが可能な光源の照明効果に対応する効果可変サイズ及び効果可変
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濃淡の少なくとも１つを含んでいる。
【０００７】
　［０００７］幾つかの実施形態では、上記ソース可変サイズは上記光源のビーム幅に対
応している。それらの実施形態の幾つかのバージョンでは、上記光源の表現は、上記ソー
ス可変サイズ及び上記ソース可変濃淡の両方を含んでいる。それらの実施形態の幾つかの
バージョンでは、上記ソース可変濃淡は、上記光源の調光レベルに対応する。
【０００８】
　［０００８］幾つかの実施形態では、上記効果可変サイズは上記現在の位置における上
記照明効果の大きさに対応する。それらの実施形態の幾つかのバージョンでは、上記照明
効果の表示は、上記効果可変サイズ及び上記効果可変濃淡の両方を含んでいる。それらの
実施形態の幾つかのバージョンでは、上記効果可変濃淡は上記現在の位置の照明レベルに
対応する。上記光源の表示は、上記照明効果の表示の内部に入っていてもよい。
【０００９】
　［０００９］幾つかの実施形態では、複数の上記向きを変えることが可能な光源が与え
られ、上記照明の表示は上記複数の向きを変えることが可能な光源の少なくとも１つと選
択的に関連している。また、上記照明パラメータは、上記ディスプレイ上の上記照明の表
示の操作を介して調整可能であり得る。
【００１０】
　［００１０］一般的に、他の観点では、照明環境の表示を有する対話型ディスプレイを
含む照明環境において向きを変えることが可能な照明を制御する対話型システムが提供さ
れる。上記表示は、複数の光源と、少なくとも１つの位置変更可能な照明の表示と、位置
変更可能な指向性基準マーキングとを含んでいる。上記位置変更可能な指向性基準マーキ
ングは、上記位置変更可能な照明の表示と関連しており、上記照明の表示のための光の向
きを示す。
【００１１】
　［００１１］幾つかの実施形態では、上記基準マーキングは、上記複数の光源のうちの
近隣の１つから上記位置変更可能な照明の表示へ向かって延在し、上記光源のうちの他の
光源に対して個々に位置変更可能である。それらの実施形態の幾つかのバージョンでは、
上記基準マーキングはラインである。
【００１２】
　［００１２］幾つかの実施形態では、上記位置変更可能な照明の表示は、上記位置変更
可能な照明の表示の現在の位置に対応し、上記光源の現在の位置まで上記基準マーキング
が延在する。
【００１３】
　［００１３］幾つかの実施形態では、上記位置変更可能な照明の表示は、外側形状部と
上記外側形状部内に入れられた内側形状部とを含むものである。
【００１４】
　［００１４］上記位置変更可能な照明の表示は、光源の表示及び照明効果の表示を含ん
でいる。それらの実施形態の幾つかのバージョンでは、上記光源の表示は、上記光源の１
つの光源の照明パラメータに対応する可変サイズ及び可変濃淡の少なくとも１つを含んで
いる。それらの実施形態の幾つかのバージョンでは、上記照明効果の表示は、上記位置変
更可能な照明の表示の現在の位置における照明効果に対応する可変サイズ及び可変濃淡の
少なくとも１つを含んでいる。それらの実施形態の幾つかのバージョンでは、上記可変サ
イズはビーム幅に対応している。それらの実施形態の幾つかのバージョンでは、上記光源
の表示は、上記可変サイズ及び上記可変濃淡の両方を含んでいる。それらの実施形態の幾
つかのバージョンでは、上記可変サイズは上記照明効果の大きさに対応している。それら
の実施形態の幾つかのバージョンでは、上記照明効果の表示は上記可変サイズ及び上記可
変濃淡の両方を含んでいる。それらの実施形態の幾つかのバージョンでは、上記可変濃淡
は上記現在の位置の照明レベルに対応している。
【００１５】
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　［００１５］一般的に、他の観点では、環境を照明する照明システムを制御する方法が
提供され、この方法は、対話型ディスプレイ上の仮想位置に照明効果の表示を動かすステ
ップであって、上記仮想位置は照明環境内の実位置を表す当該ステップと、照明源の光出
力を上記実位置に向けるステップと、上記対話型ディスプレイ上の照明の表示のサイズ及
び濃淡の少なくとも１つを調整するステップと、上記照明の表示の上記サイズ及び上記濃
淡の少なくとも１つの上記調整に応じて上記光出力のビーム幅、色及び強度の少なくとも
１つを調整するステップとを含んでいる。
【００１６】
　［００１６］幾つかの実施形態では、上記方法は、仮想スクリーン上の位置変更可能な
上記照明の表示に関連する基準マーキングを調整するステップを更に含んでおり、上記基
準マーキングの調整は上記実位置における人工的な光の入射の指向性を調整する。それら
の実施形態の幾つかのバージョンでは、上記基準マーキングの調整が上記光出力の指向性
を調整する。それらの実施形態の幾つかのバージョンでは、上記基準マーキングの調整が
第２の光源の第２の光出力を上記実位置に向ける。
【００１７】
　［００１７］幾つかの実施形態では、上記方法は、近隣の上記照明の表示から伸びる基
準マーキングの先端部を近隣の第１の仮想光源の位置から近隣の第２の仮想光源の位置に
動かすステップであって、上記第１の仮想光源の位置は上記照明源に対応し、上記第２の
仮想光源の位置は別の第２の照明源に対応する当該ステップと、上記第２の照明源の光出
力を上記実位置に向けるステップとを更に含んでいる。
【００１８】
　［００１８］幾つかの実施形態では、上記照明の表示は、外側形状部と上記外側形状部
内に入れられた内側形状部とを含んでいる。
【００１９】
　［００１９］幾つかの実施形態では、上記照明の表示は光源の表示及び照明効果の表示
を含んでいる。それらの実施形態の幾つかのバージョンでは、上記光源の表示の上記サイ
ズ及び上記濃淡の少なくとも１つが調整される。それらの実施形態の幾つかのバージョン
では、上記照明効果の表示の上記サイズ及び上記濃淡の少なくとも１つが調整される。そ
れらの実施形態の幾つかのバージョンでは、上記照明効果の表示の上記濃淡の調整が、上
記光源の表示の上記濃淡を自動的に調整する。それらの実施形態の幾つかのバージョンで
は、上記ビーム幅は上記照明効果の表示の上記サイズの調整に応じて調整される。それら
の実施形態の幾つかのバージョンでは、上記ビーム幅が上記サイズの調整に応じて調整さ
れる。それらの実施形態の幾つかのバージョンでは、上記強度は上記濃淡の調整に応じて
調整される。
【００２０】
　［００２０］一般的に、他の観点では、仮想環境において照明パラメータを表示する方
法が提供され、この方法は、実世界の環境を示す仮想環境内において照明効果の位置を確
認するステップと、光源の照明パラメータに対応するように第１の形状部の第１のサイズ
及び第１の濃淡の少なくとも１つを決定するステップと、上記位置における上記光源の上
記照明効果に対応するように第２の形状部の第２のサイズ及び第２の濃淡の少なくとも１
つを決定するステップと、上記仮想環境における上記位置に上記第１の形状部及び上記第
２の形状部を重ね合わせるステップとを含んでいる。
【００２１】
　［００２１］幾つかの実施形態では、上記第１の形状部は上記第２の形状部の内部に入
れられている。それらの実施形態の幾つかのバージョンでは、上記方法は、上記光源と上
記第１の形状部及び上記第２の形状部との間に基準マーキングを配置するステップを更に
含んでいる。
【００２２】
　［００２２］幾つかの実施形態では、上記第１のサイズ、上記第１の濃淡、上記第２の
サイズ及び上記第２の濃淡が全て決定される。
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【００２３】
　［００２３］幾つかの実施形態では、上記位置を確認するステップは、上記実世界の環
境における上記光源の位置を確認することと、上記光源の光出力の向きを確認することと
を含んでいる。それらの実施形態の幾つかのバージョンでは、上記位置を確認するステッ
プは、上記実世界の環境における上記光源と実際の位置との距離を確認することを更に含
んでいる。上記位置を確認するステップは、オプションで、上記仮想環境内の仮想物体に
実世界の物体を重ね合わせることを含んでいる。
【００２４】
　［００２４］幾つかの実施形態では、上記方法は、上記照明効果の調整に対応して上記
第２の形状部の上記第２のサイズ及び上記第２の濃淡の少なくとも１つを調整するステッ
プを更に含んでいる。
【００２５】
　［００２５］幾つかの実施形態では、上記仮想環境は拡張現実環境である。
【００２６】
　［００２６］一般的に、他の観点では、仮想環境において照明パラメータを表示する方
法が提供され、この方法は、実世界の環境における光源の光出力の向きを確認するステッ
プと、上記実世界の環境において上記光源と実際の照明の位置との距離を確認するステッ
プと、上記向き及び上記距離に基づいて、上記実世界の環境を示す仮想環境内に照明効果
の表示を配置するステップと、上記距離に基づいて、上記実際の照明の位置における照明
状態を示すために上記照明効果の表示を設定するステップとを含んでいる。
【００２７】
　［００２７］幾つかの実施形態では、上記設定は上記照明効果の表示のサイズを決定す
ることを含んでいる。
【００２８】
　［００２８］幾つかの実施形態では、上記設定は上記照明効果の表示の濃淡を決定する
ことを含んでいる。
【００２９】
　［００２９］本開示の目的のために本明細書において用いられる場合、「ＬＥＤ」とい
う用語は、任意のエレクトロルミネセントダイオード又は電気信号に応じて放射を生成す
ることができる他のタイプのキャリア注入／接合型のシステムを含むことを理解されるべ
きである。従って、ＬＥＤという用語は、電流に応じて光を発する種々の半導体を使用し
た構造体、発光ポリマ、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）、エレクトロルミネセントスト
リップ等を含むが、これらに限定されない。特に、ＬＥＤという用語は、赤外スペクトル
、紫外スペクトル及び（一般に、約４００ナノメートルから約７００ナノメートルまでの
放射波長を含む）可視スペクトルの種々の部分の１つ以上において放射を発するように構
成される（半導体及び有機発光ダイオードを含む）全てのタイプの発光ダイオードのこと
を指す。ＬＥＤの幾つかの例は、赤外ＬＥＤ、紫外ＬＥＤ、赤色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ、緑
色ＬＥＤ、黄色ＬＥＤ、アンバー色ＬＥＤ、橙色ＬＥＤ及び（以下に更に説明される）白
色ＬＥＤの種々のタイプを含むが、これらに限定されない。ＬＥＤは、或るスペクトル（
例えば、狭帯域幅、広帯域幅）についての種々の帯域幅（例えば、半値全幅、すなわち、
ＦＷＨＭ）及び或る一般的な色分類内のさまざまな主波長を持つ放射を発するように構成
及び／又は制御され得ることも理解されるべきである。
【００３０】
　［００３０］例えば、本質的に白色の光を生成するように構成されたＬＥＤ（例えば、
白色ＬＥＤ）の１つの実現は、本質的に白色の光を形成するために組み合わせて混合する
エレクトロルミネセンスの異なるスペクトルをそれぞれ発する幾つかのダイを含んでいる
。他の実現では、白色光ＬＥＤは、第１のスペクトルを持つエレクトロルミネセンスを異
なる第２のスペクトルに変換する蛍光材料に関連している。この実現の一例では、かなり
短波長であり、狭帯域幅のスペクトルを持つエレクトロルミネセンスが蛍光材料を「ポン
ピング」し、該蛍光材料は、その結果として幾らかより広いスペクトルを持つより長い波
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長の放射を放つ。
【００３１】
　［００３１］ＬＥＤという用語は、ＬＥＤの物理的及び／又は電気的なパッケージタイ
プを限定するものではないことも理解されたい。例えば、上述したように、ＬＥＤは、（
例えば、個々に制御可能である又はそうではない）異なるスペクトルの放射をそれぞれ発
するように構成された複数のダイを有する単一の発光デバイスを指す。また、ＬＥＤは、
当該ＬＥＤ（例えば、幾つかのタイプの白色ＬＥＤ）の一体部分とみなされる蛍光体と関
連し得る。一般に、ＬＥＤという用語は、パッケージ化されたＬＥＤ、パッケージ化され
ていないＬＥＤ、表面実装型ＬＥＤ、チップオンボード型ＬＥＤ、Ｔパッケージ実装型Ｌ
ＥＤ、放射パッケージ型ＬＥＤ、電力パッケージ型ＬＥＤ、何らかのタイプのケース（en
casement）及び／又は光学素子（例えば、拡散レンズ）を含むＬＥＤ等を指す。
【００３２】
　［００３２］「光源」という用語は、（上記に定義されたような１つ又はそれ以上のＬ
ＥＤを含む）ＬＥＤを使用したソース、白熱源（例えば、フィラメントランプ、ハロゲン
ランプ）、蛍光源、リン光源、高輝度放電源（例えば、ナトリウム蒸気、水銀蒸気及びメ
タルハライドランプ）、レーザ、他のタイプのエレクトロルミネセンス源、熱ルミネセン
ス源（例えば、炎）、キャンドルルミネセンス源（candle-luminescent source）（例え
ば、ガスマントル、カーボンアーク放射源）、フォトルミネセンス源（例えば、ガス放電
源）、電子飽和を用いるカソードルミネセンス源、ガルバノルミネセンス源、クリスタロ
ルミネセンス源、キネルミネセンス源（kine-lumincescent source）、熱ルミネセンス源
、トリボルミネセンス源、ソノルミネセンス源、放射ルミネセンス源（radioluminescent
 source）及び発光ポリマを含むが、これらに限定されない種々の放射源の任意の１つ以
上のことを指すと理解されたい。
【００３３】
　［００３３］或る光源は、可視スペクトル内、可視スペクトル外又は両方の組み合わせ
で電磁放射を生成する。従って、「光」及び「放射」という用語は、本明細書では区別な
く用いられる。更に、光源は、一体化している構成要素として、１つ以上のフィルタ（例
えば、カラーフィルタ）、レンズ又は他の光学部品を含んでいてもよい。また、光源は、
指示、表示及び／又は照明を含むが、これらに限定されない種々の用途のために構成され
得ることを理解されたい。「照明源」は、特に室内又は室外空間を効果的に照明するため
に十分な強度を有する放射を生成するように構成された光源である。これに関連して、「
十分な強度」とは、周囲照明（すなわち、間接的に知覚され、例えば、全体として又は部
分的に知覚される前に種々の介在する表面の１つ以上から反射され得る光）を与えるため
に上記空間又は環境において生成される可視スペクトルでの十分な放射パワー(放射パワ
ー又は「光束」については、全方向の光源からの合計の光出力を表すために「ルーメン」
の単位が使用されることが多い。）のことを指している。
【００３４】
　［００３４］「スペクトル」という用語は、１つ以上の光源により生成される放射の任
意の１つ以上の周波数（又は波長）のことを指すと理解されたい。従って、「スペクトル
」という用語は、可視範囲における周波数（又は波長）だけではなく、赤外、紫外及び電
磁スペクトル全体の他の領域における周波数（又は波長）のことも指す。また、或るスペ
クトルは、相対的に狭い帯域幅（例えば、本質的に僅かな周波数又は波長成分しか有して
いないＦＷＨＭ）又は相対的に広い帯域幅（種々の相対強度を持つ幾つかの周波数又は波
長成分）を有し得る。或るスペクトルは、２つ以上の他のスペクトルの混合（例えば、複
数の光源からそれぞれ発せられる放射の混合）の結果であり得ることも理解されたい。
【００３５】
　［００３５］本開示の目的のために、「色」という用語は、「スペクトル」という用語
と区別なく用いられる。しかしながら、「色」という用語は、一般的には、主に観察者に
よって知覚可能である放射の性質を指すために用いられる（が、この使用はこの用語の範
囲を限定するように意図されてはいない。）。従って、「異なる色」という表現は、異な
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る波長成分及び／又は帯域幅を持つ多重スペクトルのことを暗に意味している。「色」と
いう用語は、白色光及び非白色光の両方と関連して用いられ得ることも理解されるべきで
ある。
【００３６】
　［００３６］「色温度」という用語は、本明細書では、一般に、白色光に関連して用い
られるが、この使用はこの用語の範囲を限定するように意図されてはいない。色温度は、
本質的には、白色光の特定の色内容又は色合い（例えば、赤みを帯びている、青みを帯び
ている）のことを指している。或る放射サンプルの色温度は、通常、本質的には放射サン
プルと同じスペクトルを発するケルビン（Ｋ）の単位の黒体放射体の温度に従って特徴付
けられる。黒体放射体の色温度は、一般に、（典型的には、人間の目に最初に見えるとみ
なされている）約７００Ｋから１００００Ｋ以上までの範囲内にあり、白色光は、一般に
、１５００ないし２０００Ｋよりも高い色温度に認識されている。
【００３７】
　［００３７］「照明器具」という用語は、本明細書では、特定のフォームファクタ、ア
センブリ又はパッケージにおける１つ以上の照明ユニットの実現又は配置について言及す
るために用いられる。「照明ユニット」という用語は、本明細書では、同じ又は異なるタ
イプの１つ以上の光源を含む装置を指すために用いられる。或る照明ユニットは、光源、
筐体／ハウジングの配置及び形状及び／又は電気的及び機械的接続形態についてのさまざ
まな取り付けの取り決めの任意の１つを有している。更に、或る照明ユニットは、オプシ
ョンで、光源の動作に関連する種々の他の構成要素（例えば、制御回路）と関係がある（
例えば、それを含んでいる、それに結合されている及び／又はそれとともにパッケージさ
れている。）。「ＬＥＤを使用した照明ユニット」は、単独の又は他のＬＥＤを使用しな
い照明ユニットと組み合わせた、上記説明されたような１つ以上のＬＥＤを使用した光源
を含む照明ユニットのことを指す。「マルチチャンネル」照明ユニットは、異なる放射ス
ペクトルをそれぞれ生成するように構成された少なくとも２つの光源を含むＬＥＤを使用
した又はＬＥＤを使用しない照明ユニットのことを指しており、各異なるソースのスペク
トルは、マルチチャンネル照明ユニットの「チャンネル」と呼ばれる。
【００３８】
　［００３８］「コントローラ」という用語は、本明細書では、１つ以上の光源の動作に
関連する種々の装置を説明するために広く用いられる。コントローラは、本明細書におい
て説明される種々の機能を実行するために（例えば、専用ハードウェアを伴ってのように
）非常に多くのやり方で実現され得る。「プロセッサ」は、本明細書において説明される
種々の機能を実行するためにソフトウェア（例えば、マイクロコード）を用いてプログラ
ムされ得る１つ以上のマイクロプロセッサを使用するコントローラの一例である。コント
ローラは、プロセッサを使用して又は使用しないで実現され、また、幾つかの機能を実行
するための専用ハードウェアと他の機能を実行するためのプロセッサとの組み合わせ（例
えば、１つ以上のプログラムされたマイクロプロセッサ及び関連回路）としても実現され
得る。本開示の種々の実施形態において使用され得るコントローラの要素の例は、通常の
マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）及びフィールドプログラマブル
ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）を含んでいるが、これらに限定されない。
【００３９】
　［００３９］種々の実現において、プロセッサ又はコントローラは、（本明細書では概
して「メモリ」と呼ばれ、例えば、ＲＡＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ及びＥＥＰＲＯＭのよ
うな揮発性及び不揮発性コンピュータメモリ、フロッピー（登録商標）ディスク、コンパ
クトディスク、光ディスク、磁気テープ等である）１つ以上の記憶媒体と関連している。
幾つかの実現では、上記記憶媒体は、１つ以上のプロセッサ及び／又はコントローラ上で
実行される際、本明細書において説明される機能の少なくとも幾つかを実行する１つ以上
のプログラムによりコード化される。種々の記憶媒体は、プロセッサ又はコントローラ内
に取り付けられてもよいし、又は、本明細書において説明される本発明の種々の観点を実
現するために該記憶媒体に記憶された１つ以上のプログラムがプロセッサ又はコントロー
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ラにロードされ得るように移送可能であってもよい。「プログラム」又は「コンピュータ
プログラム」という用語は、本明細書では、１つ以上のプロセッサ又はコントローラをプ
ログラムするために使用され得る任意のタイプのコンピュータコード（例えば、ソフトウ
ェア又はマイクロコード）のことを指すように汎用的意味で用いられる。
【００４０】
　［００４０］「アドレス可能」という用語は、本明細書では、当該デバイスを含む複数
のデバイスを対象とする情報（例えば、データ）を受け取るように及び当該デバイスのた
めの特定の情報に選択的に応答するように構成されたデバイス（例えば、光源全般、照明
ユニット又は器具、１つ以上の光源又は照明ユニットに関連するコントローラ又はプロセ
ッサ、他の非照明関連のデバイス等）を指して用いられる。「アドレス可能」という用語
は、ネットワーク化された環境（又は以下に更に説明される「ネットワーク」）に関連し
て用いられることが多く、この環境では、複数のデバイスが幾つかの通信媒体を介して連
結されている。
【００４１】
　［００４１］１つのネットワークの実現では、ネットワークに結合された１つ以上のデ
バイスが、（例えば、マスター／スレーブの関係で）ネットワークに結合される１つ以上
の他のデバイスのためのコントローラとしての機能を果たす。他の実現では、ネットワー
ク化された環境は、ネットワークに結合されるデバイスの１つ以上を制御する１つ以上の
専用コントローラを含む。一般に、ネットワークに結合された複数のデバイスはそれぞれ
、単数又は複数の通信媒体上に存在するデータにアクセスできるが、或るデバイスは、例
えば、割り当てられた１つ以上の特定の識別子（例えば、「アドレス」）に基づいて、ネ
ットワークとデータを選択的にやり取りする（すなわち、ネットワークからデータを受け
取る及び／又はネットワークにデータを送る）という点で「アドレス可能」である。
【００４２】
　［００４２］本明細書において用いられる「ネットワーク」という用語は、ネットワー
クに結合された任意の２つ以上のデバイスの間及び／又は複数のデバイス間の（例えば、
デバイスの制御、データの記憶、データの交換等のための）情報の輸送を容易にする（コ
ントローラ又はプロセッサを含む）２つ以上のデバイスの任意の相互接続のことを指す。
容易に理解されるように、複数のデバイスを相互接続するのに適したネットワークの種々
の実現は、種々のネットワークトポロジのいずれかを含み、種々の通信プロトコルのいず
れかを使用する。また、本開示に係る種々のネットワークでは、２つのデバイス間のいず
れか１つの接続は、２つの系の間の専用接続を表すか、又は代替として、非専用接続を表
す。２つのデバイスのための情報を伝えることに加えて、そのような非専用接続は、必ず
しも２つのデバイスのいずれのためでもない情報を伝える（例えば、オープンネットワー
ク接続）。更に、本明細書において述べられるようなデバイスの種々のネットワークが、
ネットワーク全体にわたる情報の輸送を容易にするために、１つ以上の無線、有線／ケー
ブル及び／又は光ファイバリンクを使用し得ることは容易に理解されるべきである。
【００４３】
　［００４３］本明細書において用いられる「ユーザインターフェース」という用語は、
ユーザとデバイスとの間の通信を可能にする人間のユーザ又はオペレータと１つ以上のデ
バイスとのインターフェースのことを指す。本開示の種々の実現に使用されるユーザイン
ターフェースの例は、スイッチ、ポテンショメータ、ボタン、ダイアル、スライダ、マウ
ス、キーボード、キーパッド、種々のタイプのゲームコントローラ（例えば、ジョイステ
ィック）、トラックボール、表示スクリーン、種々のタイプのグラフィカルユーザインタ
ーフェース（ＧＵＩ）、タッチスクリーン、マイクロフォン及び何らかの形の人間が生み
出す刺激を受け、それに応じて信号を生成する他のタイプのセンサを含んでいるが、これ
らに限定されない。
【００４４】
　［００４４］上述の概念及び以下に極めて詳細に説明される更なる概念の全ての組み合
わせは（そのような概念が相互に矛盾しないならば、）、本明細書において開示される発
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明の主観的事項の一部であると考えられることを理解されたい。特に、この開示の最後に
示される特許請求の範囲の主観的事項の全ての組み合わせは、本明細書において開示され
る発明の主観的事項の一部であると考えられる。また、参照することにより組み込まれる
いずれの開示にも表れ得る本明細書において明示的に使用される用語は、本明細書で開示
される特定の概念と最も一貫性がある意味を与えられることも理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
　［００４５］図面においては、同様の参照符号は、概して、種々の図全体にわたって同
じ部分を指している。また、図面は、必ずしも縮尺が正確ではなく、本発明の原理を説明
する際に一般に配される縮尺ではなく、強調されている。
【００４６】
【図１】［００４６］図１は、リテール環境内で拡張現実表示デバイスを利用してマネキ
ン人形上の照明システムの光源の向きを変えるユーザを示している。
【図２】［００４７］図２は、図１の拡張現実表示デバイスのディスプレイを示している
。
【図３】［００４８］図３は、拡張現実表示デバイス、向きを変えることが可能なスポッ
ト及び実環境の座標系内の物体の配置を示している。
【図４】［００４９］図４は、拡張現実表示デバイスのディスプレイにおいて照明効果の
場所を決める方法の一実施形態を示している。
【図５】［００５０］図５は、第１の位置のマネキン人形及び第１の構成の光源を伴う実
際の表示デバイスのディスプレイを示している。
【図６】［００５１］図６は、第２の位置のマネキン人形及び第２の構成の光源を伴う図
５の拡張現実表示デバイスのディスプレイを示している。
【図７】［００５２］図７は、第２の位置のマネキン人形及び第３の構成の光を伴う図５
の拡張現実表示デバイスのディスプレイを示している。
【図８】［００５３］図８は、第２の位置のマネキン人形を伴う図５の拡張現実表示デバ
イスのディスプレイを示しており、他の光源から生成されるように切り換えられるマネキ
ン人形に関する照明効果が示されている。
【図９】［００５３］図９は、第２の位置のマネキン人形を伴う図５の拡張現実表示デバ
イスのディスプレイを示しており、他の光源から生成されるように切り換えられるマネキ
ン人形に関する照明効果が示されている。
【発明を実施するための形態】
【００４７】
　［００５４］或る照明システムの実現では、照明環境内の１つ以上の場所において所望
の照明効果を達成するために、１つ以上の光源の照明パラメータを調整することが望まし
い。例えば、可動ヘッド型のスポット照明器具の光源のような光源のパン及び／又はチル
トを調整することが望ましい。また、例えば、（当該ＬＥＤを使用した光源のパン及び／
又はチルトの調整を伴う又は伴わない）ＬＥＤを使用した光源の向きを調整することも望
ましい。或る制御の状況では、ユーザは、照明源を直接制御する代わりに又はそれに加え
て、所望の照明効果を制御するために選択肢を有する方がよい。本願発明者等は、照明効
果をベースとする光源の制御は、ユーザが適用される照明効果を理解することができ、ま
たオプションで、他の照明効果が得られることの指示を与えることもできるように示され
るべきであることを見出し、認識した。
【００４８】
　［００５５］従って、当該技術分野においては、ユーザが照明システムにおける１つ以
上の所望の照明効果を制御及び指定することができ、オプションで、該照明システムの能
力及び制限の指示を与え得る装置及び方法を提供する必要がある。
【００４９】
　［００５６］より一般的には、本願発明者等は、照明環境の制御のための対話型システ
ムに関連する種々の本発明の方法及び装置を提供することが有益であることを見出し、認
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識した。
【００５０】
　［００５７］上記を鑑みて、本発明の種々の実施形態及び実現は、照明の制御を対象と
している。
【００５１】
　［００５８］以下の詳細な説明では、限定ではなく説明を目的として、具体的な詳細を
開示する代表的な実施形態が請求項に係る発明の完全な理解を与えるために説明される。
しかしながら、本明細書において開示される具体的な詳細から逸脱するこの教示に従う他
の実施形態が添付の特許請求の範囲内にとどまることは、この開示の利益を得た当業者に
は明らかであろう。また、よく知られている装置及び方法の説明は、代表的な実施形態の
説明を不明瞭にしないように省略され得る。そのような方法及び装置は、明らかに請求項
に係る発明の範囲内である。例えば、本明細書に開示される方法及び装置の観点は、リテ
ール環境（retail environment）内の照明システムの制御とともに説明される。しかしな
がら、本明細書において説明される方法及び装置の１つ以上の観点は、例えば、オフィス
、劇場及び家庭環境のような他の設定において実現され得る。代替として構成される環境
における本明細書で説明される１つ以上の観点の実施は、請求項に係る発明の範囲又は趣
旨から逸脱することなく考えられる。
【００５２】
　［００５９］図１を参照すると、ユーザ１及びマネキン人形３がリテール環境に示され
ている。このユーザは、ＬＥＤ照明器具１２及び向きを変えることが可能なスポット照明
器具１６からの光出力を構成する拡張現実表示デバイス３０を利用している。ＬＥＤ照明
器具１２の１つ以上のＬＥＤを使用した光源は、通常円形１４で示されるマネキン人形３
の顔の照明を与えるために、一般にライン１３に沿って光出力を与えるように構成されて
いる。例えば、ＬＥＤ照明器具１２の１つ以上の選択された指向性ＬＥＤは、図示された
方向の光出力を与えるために所望のレベルに点灯する。向きを変えることが可能なスポッ
ト照明器具１６もまた、通常円形１８で示されるリテール環境の壁部５に照明を与えるた
めに、一般にライン１７に沿って光出力を与えるように構成されている。例えば、向きを
変えることが可能なスポット照明器具１６のパン、チルト、ビーム幅及び／又は強度は、
通常円形１８で示される照明を与えるために（例えば、モータを介して）調整され得る。
向きを変えることが可能なスポット照明器具１６は、壁部５の一般照明を与えてもよいし
、そのようなディスプレイの照明のために、オプションで、壁部５上の特定のディスプレ
イに向けられてもよい。
【００５３】
　［００６０］幾つかの実施形態では、拡張現実表示ディスプレイ３０は、一面にディス
プレイ３１を備え、このディスプレイと反対側の面にカメラを備えた携帯用電子デバイス
である。幾つかの実施形態では、上記ディスプレイは、表示デバイス３０のカメラにより
撮られた環境の画像を与え、この画像を本明細書において説明されるアイテムのような１
つ以上のオーバーレイアイテムと重ね合わせる。例えば、表示デバイス３０のカメラによ
り撮られた画像は、照明効果の１つ以上の表示と重ね合わされる。代替の実施形態では、
表示デバイス３０は、遠隔カメラにより撮られた画像及び／又は表示デバイス３０が現在
位置している場所に必ずしも対応していない画像を重ね合わせる（例えば、ユーザは遠く
離れた場所から照明パラメータを変更し得る。）。幾つかの実施形態では、ディスプレイ
は、３Ｄレンダリング、図式表現又は他の環境の表現を与え、照明効果、光出力の向き及
び／又は照明源の１つ以上の表現を与える。表示デバイス３０は、本明細書においては、
本明細書で説明されたシステム及び／又は方法の１つ以上を実現するために利用されるデ
ィスプレイ及びユーザインターフェースの一例として与えられている。しかしながら、こ
の開示の利益を得た当業者であれば、代替の実施形態において、実際の照明環境の表示を
与え、照明環境内の照明システムの照明パラメータの操作を可能にし、オプションで、照
明システムの能力及び制限の指示を与える追加の及び／又は代替のディスプレイ及びユー
ザインターフェースが利用され得ることを見出し、認識するであろう。
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【００５４】
　［００６１］本明細書において説明されるように、ユーザ１は、（例えば、表示デバイ
ス３０のユーザインターフェースへの直接入力を介して）選択された場所に対して所望の
照明効果を与えるために表示デバイス３０を利用する。与えられた入力に基づいて、表示
デバイスは、幾つかの実施形態では、制御信号をすぐに生成し、（例えば、ＤＭＸ、イー
サネット（登録商標）、ブルートゥース（登録商標）、ジグビー及び／又はＺ－ＷＡＶＥ
のような１つ以上の通信プロトコルを利用するネットワークを介して）該制御信号を照明
器具１２及び／又は１６に与え、ユーザ１は選択された制御パラメータの実世界での効果
をすぐに見ることができる。他の実施形態では、照明システムは、すぐに制御されず、（
表示デバイス３０を介して直接的に又は別個のコントローラにより）選択された制御パラ
メータに基づいて後に調整される。
【００５５】
　［００６２］図２を参照すると、図１の拡張現実表示ディスプレイ３０のディスプレイ
３１が示されている。ディスプレイ３１には、マネキン人形３の表示、壁部５の表示、向
きを変えることが可能なスポット照明器具１６の表示及びＬＥＤ照明器具１２の表示が与
えられている。棒線（stick）４０がＬＥＤ照明器具１２から伸びて示されている。棒線
４０は、ＬＥＤ照明器具１２とマネキン人形３の頭の上の照明の表示４１との間に置かれ
ている。棒線４０はＬＥＤ照明器具１２により与えられる光出力の向きの指示を与え、棒
線４０につながっている照明の表示４１は、ＬＥＤ照明器具１２により与えられる光出力
によって光が当てられる領域の指示を与える。
【００５６】
　［００６３］図示されている照明の表示４１は、外側円４１及び内側円４４を有してい
る。内側円４４は、ＬＥＤ照明器具１２の光源の１つ以上の性質を示すものである。例え
ば、内側円４４のサイズは、ＬＥＤ照明器具のＬＥＤの光出力のビーム幅を示している。
また、例えば、内側円４４の濃淡はそのようなＬＥＤの調光値を示している。例えば、黒
と白との間のグレーレベルは、ランプの調光レベルにマッピングされ得る。従って、内側
円４４の濃淡を見ることにより、ユーザは、効果の場所において照明を変更するために調
光レベルが高く及び／又は低くされ得るかどうかを確認することができる。外側円４２は
、照明効果の場所（例えば、図２のマネキン人形３の顔）においてＬＥＤ照明器具１２か
らの出力により与えられる照明効果の１つ以上の性質を示すものである。例えば、外側円
４２のサイズは、照明効果の場所においてＬＥＤ照明器具１２からの出力により与えられ
る照明効果の大きさを示す。また、例えば、外側円４２の濃淡は、照明効果の場所におい
てＬＥＤ照明器具１２からの出力により光が当てられる物体に与えられる照明を示してい
る。ＬＥＤ照明器具１２からの出力により光が当てられる物体に与えられる照明の指示は
、例えば、照明効果の場所に光を当てるＬＥＤ照明器具１２のＬＥＤの性質、ＬＥＤの調
光レベル及び／又はＬＥＤと光が当てられる物体との距離に基づいて決定される。
【００５７】
　［００６４］棒線４５は、スポット照明器具１６から伸びて示されている。棒線４５は
、スポット照明器具１６と壁部５上の照明の表示４６との間に置かれている。棒線４５は
スポット照明器具１６により与えられる光出力の向きの指示を与え、棒線４５につながっ
ている照明の表示４６は、スポット照明器具１６により与えられる光出力によって光が当
てられる領域の指示を与える。
【００５８】
　［００６５］照明の表示４６は、外側円４７及び内側円４９を有している。内側円４９
は、スポット照明器具１６の光源の１つ以上の性質を示すものである。例えば、内側円４
９のサイズはビーム幅を示し、内側円４９の濃淡は調光値を示している。外側円４７は、
照明効果の場所においてスポット照明器具１６からの出力により与えられる照明効果の１
つ以上の性質を示している。例えば、外側円４７のサイズは照明効果の大きさを示し、外
側円４７の濃淡は、照明効果の場所において光が当てられる物体に与えられる照明を示す
。
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【００５９】
　［００６６］図２には、外側円４２、４７及び同心円状の内側円４４、４９が示されて
いるが、代替の実施形態では、外側円４２、４７及び／又は内側円４４、４９は、オプシ
ョンで、他の形状であってもよい。例えば、幾つかの実施形態では、外側円４２及び／又
は内側円４４は、三角形、矩形、楕円形又は多角形であり得る。また、幾つかの実施形態
では、外側円４２、４７及び内側円４４、４９は、互いに非同心円状である。また、幾つ
かの実施形態では、内側円４４、４９は、外側円４２、４７の内部に入った状態で与えら
れない。例えば、内側円４４の全部または一部は、外側円４２の外側に与えられ得る。ま
た、例えば、幾つかの実施形態では、外側円４２、４７及び／又は内側円４４、４９は、
光源のビーム形状及び／又は照明効果の指示を与えるように形作られる。例えば、第１の
ビーム形状は第１の形状により表され、第２のビーム形状は第２の形状により表され得る
。オプションで、ビーム形状及びビーム形状を表す形状は、対応する。
【００６０】
　［００６７］図３は、拡張現実表示デバイス１３０、向きを変えることが可能なスポッ
ト照明器具１１６及び１０２に基準点を有する実環境の座標系内の物体１０４の配置を示
している。照明の表示１４１も示されている。座標系は、利用され得る多数の座標系の１
つの例として示されている。幾つかの実施形態では、座標系は、ＧＰＳ座標及び／又は局
所座標を含んでいる。向きを変えることが可能なスポット照明器具１１６は、１０２の基
準点に対して単軸に沿って間隔を空けて配された場所に位置している。座標系内の向きを
変えることが可能なスポット照明器具１１６の場所は、ユーザによる配置（例えば、ユー
ザによる座標の入力）を通して又は１つ以上の位置選定法（location method）を利用し
て与えられ得る。スポット照明器具１１６により生成される光ビームの向きは、例えば、
器具１１６を方向付けるコントローラにより及び／又は器具１１６のモータからのフィー
ドバックを介して器具１１６に伝達されるパン及び／又はチルトの値を利用しても決定さ
れ得る。例えば、コントローラはＤＭＳ制御プロトコルを利用して器具１１６を制御し、
パン及びチルトの値は器具１１６に送られるＤＭＳ制御信号から得られる。器具１１６と
照明の表示１４１との距離も決定可能である。例えば、上記距離は、器具１１６上に与え
られ、器具１１６により生成される光ビームの中心と同じ向きに向けられる距離センサ（
例えば、レーザ）を通して決定され得る。また、例えば、実環境の仮想モデルが入手可能
であり、照明器具１１６及び物体１０４の場所を含む場合、上記距離は計算され得る。
【００６１】
　［００６８］表示デバイス１３０の場所及び／又は（一般的に、矢印１３５により示さ
れた）視野角も決定可能である。例えば、座標系内の表示デバイス１３０の場所は、ユー
ザによる配置（例えば、ユーザによる座標の入力）を通して又は１つ以上の位置選定法を
利用して与えられ得る。また、例えば、表示デバイスの視野角は、例えば、デジタルコン
パス（例えば、磁力計、ジャイロコンパス及び／又はホール効果センサ）、ジャイロスコ
ープ、加速度計及び／又は三軸電子コンパスのような方向センサにより決定され得る。表
示デバイス１３０の上記センサは、ＧＰＳセンサ又は環境内の表示デバイス１３０の場所
を決定することができる他のセンサ、電子コンパス又は表示デバイス１３０のカメラが方
向付けられる向きを決定することができる他のセンサ、及びカメラのズームコントローラ
又はカメラの画角を検出する他のセンサを含んでいる。
【００６２】
　［００６９］これらの場所、距離及び／又は角度は、表示デバイス１３０又はディスプ
レイ上に与えられる照明の表示を利用する他の制御デバイス上の光のスポットの場所を検
出及び規定する際に利用され得る。例えば、幾つかの実施形態では、実環境の仮想現実表
示が、例えば、実環境の模式図及び／又は当該環境の３Ｄモデルを利用して作り出される
。他の実施形態では、拡張現実表示が作り出される。図４は、拡張現実ディスプレイにお
ける照明効果の場所を決める方法の一実施形態を示している。ステップ２０１ないし２０
３において、実環境における照明効果の場所が決定される。ステップ２０１では、１つ以
上の光源の場所が決定される。ステップ２０２では、光源のそれぞれによって生成される
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光ビームの向きが決定される。ステップ２０３では、光源と照明効果との間の距離が決定
される。ステップ２０１ないし２０３は、例えば、図３に関して本明細書において議論さ
れた１つ以上のセンサ及び／又は値を利用する。
【００６３】
　［００７０］ステップ２０４において、拡張現実ディスプレイにおいて仮想物体と実物
体との位置合わせが生じる。例えば、幾つかの実施形態では、拡張現実ディスプレイにお
いて実物体と仮想物体を重ね合わせるために、マーカー及びビデオ処理が利用される。マ
ーカーは、実環境内の設定された場所に配され得る。マーカーは、その後、ビデオ処理を
利用して拡張されたビデオ表示において検出される。また、例えば、幾つかの実施形態で
は、実環境の大まかな３Ｄモデルが作成され、ビデオ処理を利用して実環境の要素（例え
ば、部屋の隅）が検出され、上記大まかな３Ｄモデルにマッピングされる。また、例えば
、幾つかの実施形態では、幾何学的推論が利用される。例えば、表示デバイス１３０の検
出される場所及び目的とするパラメータは、測定され、当該環境の座標にマッピングされ
る。表示デバイス１３０のカメラ及び／又は表示特性もまた、考慮に入れられる。
【００６４】
　［００７１］ステップ２０５では、仮想空間中の照明効果の場所に２つの仮想形状部が
作り出される。仮想形状部は、内側及び外側の同心円状の形状を含んでいる。幾つかの実
施形態では、内側仮想形状部は、光源の性質を表すために、サイズが決定される、濃淡が
付けられる、色が付けられる及び／又は形作られる。例えば、内側形状部の径はビーム幅
についての指示であり、内側形状部の中間色は光源の調光レベルの指示である。また、例
えば、外側形状部の径は効果の大きさの指示であり、外側形状部の中間色は照明ターゲッ
トの照度を表す。これらの仮想形状部は、拡張現実デバイスのディスプレイにおいて実態
とともにマッピングされる。
【００６５】
　［００７２］ステップ２０６では、仮想形状部を光源と結び付ける仮想棒線が描かれる
。本明細書において説明されるように、仮想棒線は、種々の実施形態において可動である
ようにされ得る。例えば、仮想形状部を動かす場合、棒線の効果端部は仮想形状部ととも
に動き、棒線の光源端部は当該場所にとどまるように構成される。棒線を動かす場合には
、棒線の効果端部は同じ場所にとどまり、一方で、棒線のランプ端部は（例えば、他の光
源の方に）動く。図には実線の棒線が示されているが、実線の棒線の代わりに及び／又は
それに加えて他の基準マーキングが利用され得ることが理解される。例えば、幾つかの実
施形態では、破線が与えられてもよく、不規則な形状の実線及び／又は破線、及び／又は
、複数の記号で構成される破線又は実線が与えられてもよい。また、実線の棒線は、仮想
照明の表示と仮想光源との間を完全に伸び、仮想照明の表示と仮想光源とを結び付けて示
されているが、幾つかの実施形態では、棒線（又は他のマーキング）は、仮想照明の表示
と仮想光源との間に部分的にのみ延在する。また、例えば、幾つかの実施形態では、棒線
（又は他のマーキング）は、仮想ディスプレイに表されている光源を必ずしも伴うことな
く、（棒線上に人工的な光の向きを示す）照明の表示とのみ関連がある。
【００６６】
　［００７３］ユーザは、実環境内の照明を制御及び／又は設定する際、必ずしも実環境
に存在している必要はない。実環境の画像又はモデルが得られた特定の瞬間は、ユーザが
照明システムにおける所望の照明効果を示し、オプションで、照明システムの能力及び制
限の指示を受け取る時間に関連していない瞬間であり得る。例えば、実環境の画像が照明
システムの情報及び当該環境の情報とともにデータベースに記憶される。又は、他の例で
は、デバイスは、実環境の画像を得るためにカメラを含んでおり、画像を得た後、該デバ
イスは他の部屋に移動する及び／又はユーザは、ユーザ入力を与える前にデバイスをより
快適な位置に動かす。実環境の描写は当該環境の模式図であってもよく、また、環境の記
録、例えば、特定の瞬間に撮影された写真であってもよい。
【００６７】
　［００７４］幾つかの実施形態では、実環境及び／又は照明システムのモデルは、例え
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ば、所謂暗室キャリブレーション（darkroom calibration）のような既知の技術又は光源
の足跡を検出するため及び光源の識別コードを検出するために光源及び画像センサからの
コード化された光を利用する技術を用いて得られる。他の実施形態では、実環境及び／又
は照明システムのモデルは、人間、例えば、当該環境に照明システムを導入した技術者に
より作られる。
【００６８】
　［００７５］図５は、第１の位置のマネキン人形３０３及び第１の構成の光源３１６Ａ
ないしＥ及び３１２を示したディスプレイ３３１を示している。幾つかの実施形態では、
ディスプレイ３３１は、例えば、携帯型スマートフォン又はタブレットコンピュータのよ
うな携帯用デバイスの一部である。オプションで、上記携帯用デバイスが応答性のタッチ
スクリーンを含み、１つ以上のタッチスクリーン方法に対応していてもよい、及び／又は
、携帯用デバイスが方向センサを含み、携帯用デバイスの１つ以上の動きに対応してもよ
い。ディスプレイ３３１は、幾つかの実施形態では実環境の拡張現実表示を与え、幾つか
の他の実施形態では実環境の完全な仮想表示を与える。
【００６９】
　［００７６］ディスプレイ３３１は、マネキン人形３０３及び５つの別々の向きを変え
ることが可能な光源３１６ＡないしＥ及び３１２を表している。向きを変えることが可能
な光源３１６ＡないしＥは、例えば、電動のスポットタイプの照明器具の光源である。光
源３１２は、例えば、１つ以上のＬＥＤ及び／又はその光学素子の操作により向きを変え
ることが可能な光出力部を含むＬＥＤを使用した照明器具である。幾つかの実施形態では
、１つ以上の向きを変えることが可能ではない光源が与えられる。オプションで、そのよ
うな向きを変えることが可能ではない光源は、少なくとも１つの調節可能なパラメータ（
例えば、強度、ビーム幅、色）を含んでいる。向きを変えることが可能な光源３１６Ａな
いしＥ及び３１２のそれぞれは、そこから伸びる棒線３４０ＡないしＥ、３４５及び棒線
３４０ＡないしＥ、３４５の対向する端部における照明の表示３４１ＡないしＥ、３４６
と関連している。各照明の表示３４１ＡないしＥ、３４６は、外側円３４２ＡないしＥ、
３４７及び内側円３４４ＡないしＥ、３４９を含んでいる。
【００７０】
　［００７７］各内側円３４４ＡないしＥ、３４９のサイズは、各光源３１６ＡないしＥ
、３１２のビーム幅を示している。各内側円３４４ＡないしＥ、３４９の濃淡は、各光源
３１６ＡないしＥ、３１２の調光レベルを示している。各外側円３４２ＡないしＥ、３４
７のサイズは、各光源３１６ＡないしＥ、３１２の目的とする場所において生成される効
果の大きさを示している。各外側円３４４ＡないしＥ、３４９の濃淡は、光３１６Ａない
しＥ、３１２の目的とする場所における照明レベルを示している。図５には、照明の表示
３４１Ａ及び３４１Ｃがマネキン人形３０３の上に重なり合って示されている。棒線３４
０Ａ及び３４０Ｃは、照明の表示３４１Ａ及び３４１Ｃが照明器具３１６Ａ及び３１６Ｃ
のそれぞれにより生成され、照明の表示３４１Ａ及び３４１Ｃを生成する光出力が一般に
棒線３４０Ａ及び３４０Ｃのそれぞれにより示される向きから生じることを示している。
照明の表示３４１Ｂ、Ｄ、Ｅ、３４６は、マネキン人形３０３の後方に位置する壁部に示
される。
【００７１】
　［００７８］図６では、マネキン人形３０３が第２の位置に動かされている。マネキン
人形３０３が動かされたので、照明の表示３４１Ａ及び３４１Ｃは、ここでは、マネキン
人形３０３の後方の壁部に向けられていることに注意されたい。従って、外側円３４２Ａ
及び３４２Ｃは、図５の位置における光源３１６Ａ及び３１６Ｃとマネキン人形３０３と
の間の距離よりも大きい光源３１６Ａ及び３１６Ｃと壁部との距離のためにより大きい。
また、光源３１６Ａ及び３１６Ｃからの同じ量の光が（大きくなった距離のために）より
大きい領域にわたって広がるので、外側円３４２Ａ及び３４２Ｃは、照明効果の強度の減
少を示すために図６ではより暗く示されている。光源の性質（例えば、調光レベルのビー
ム幅）は変わらないので、内側円３４４Ａ及び３４４Ｃが光源の性質を表す場合、それら
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は同じままである。
【００７２】
　［００７９］図６では、光源３１２及び３１６Ｅもオフにされて示されている。ユーザ
は、１つ以上の入力を用いることにより光源をオフにする。例えば、タッチスクリーンデ
バイスの場合、ユーザは光源をオン又はオフにするためにダブルクリックする。
【００７３】
　［００８０］図７では、マネキン人形３０３は依然として第２の位置に存在している。
照明の表示３４１Ａは、図７ではマネキン３０３の方に場所を変えて示されている。幾つ
かの実施形態では、照明の表示３４１Ａは、例えば、マウス又はトラックボールデバイス
を利用して矢印３０７（図６）の方向にポインタ３０８で照明の表示３４１Ａをクリック
及びドラッグすることにより場所を変更される。他の実施形態では、照明の表示３４１Ａ
は、１つ以上の既知のタッチスクリーン方法により場所を変更される。例えば、照明の表
示３４１Ａは、指で選択及びドラッグされる。また、例えば、照明の表示３４１Ａは、指
で及びその後の照明の表示３４１Ａを調整するためにユーザにより調節されたディスプレ
イ３３１の向きで選択される。例えば、ディスプレイ３３１の傾斜は、垂直方向に照明の
表示３４１Ａを動かす。（例えば、実環境における障害物及び／又はスポット照明源３１
２Ａの最大回転角により規定される）照明の表示３４１Ａの最大調整能力に、フィードフ
ォワードがオプションで与えられる。例えば、照明の表示３４１Ａが選択されると、到達
可能ではない領域がグレー表示され、ユーザに照明の表示３４１Ａの動きの範囲を示す。
また、例えば、照明の表示３４１Ａが選択されると、到達可能である領域が追加又は代替
としてハイライト表示され、ユーザに照明の表示３４１Ａの動きの範囲を示す。
【００７４】
　［００８１］ユーザの向きを変更する行為の間、照明源３１６Ａのパン及びチルトの値
は、新しい効果の位置に方向に変更され、ソースの座標及び光源と照明効果との距離に基
づいて、照明の表示の場所が決定され、仮想スクリーンにマッピングされる。これは、照
明の表示３４１Ａの新しい位置をもたらし、マネキン人形３０３の新しい位置に照明の表
示３４１Ａを配置する可能性をユーザに与える。棒線３４０Ａは、また、スクリーン上の
照明の表示３４１Ａの新しい位置に適合する。
【００７５】
　［００８２］幾つかの実施形態では、光源３１６Ａのパン及びチルトの値は、タッチス
クリーン上のユーザの指の動きから又は他の入力デバイスを介したスクリーン上のポイン
タの動きから得られる。例えば、ユーザによる仮想スクリーン上のマネキン人形３０３に
対する照明の表示３４１Ａの最初の動作は、実環境において概してマネキン人形３０３に
向かう方向にパン及び／又は傾斜するようにコントローラが照明源３１６Ａを方向付ける
ようにすることである。最初のパン及び／又はチルトの後、実環境における照明効果の新
しい位置が、例えば、照明源３１６Ａの距離センサ及び／又は本明細書において説明され
る他の入力を利用して決定される。その後、照明の表示３４１Ａの新しい位置は、更新さ
れ、ディスプレイ３３１上に位置する。この新しい位置は、意図されたターゲット（例え
ば、タッチスクリーン上の指の位置）と異なっていてもよく、もし異なっていた場合、コ
ントローラが照明源３１６Ａを更にパン及び／又は傾斜するように方向付け、その後、実
環境における照明効果の位置を決定し、ディスプレイ３３１上にその位置を更新する。光
源３１６Ａの調整、照明効果の実世界の場所の決定、ディスプレイ３３１上における場所
の更新及び光源の更なる調整の１回以上の反復の後、上記位置が意図されたターゲットと
異なっていれば、照明効果の実世界及び仮想位置が、意図されたターゲットを適合させる
。
【００７６】
　［００８３］ユーザにより仮想スクリーン上のマネキン人形３０３に対して照明の表示
３４１Ａを調整する間、１つの潜在的な一連のイベントは、ユーザが照明の表示３４１Ａ
をタップし、その後、矢印３０７の方向に指をドラッグすることを含んでいる。これに応
じて、照明源３１６Ａが矢印３０７の方向において調整されるが、実世界の照明効果は、
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最初はマネキン人形３０３の後方に位置する壁部上に位置する。ユーザは、矢印３０７の
方向に指をドラッグし続け、実世界の照明効果は、マネキン人形３０３と交わるまでマネ
キン人形３０３の後方の壁部上で続く。その時、照明の表示３４１Ａは正しく位置決めさ
れ、その場所は、照明の表示がマネキン人形３０３の上に存在することを反映するように
ディスプレイ３３１内で更新される。上記効果の場所及び大きさは、照明源３１６Ａとマ
ネキン人形３０３との決定された距離に基づいて決定され、照明の表示３４１Ａの効果の
観点の仮想表示特性（濃淡、サイズ）は、一部は当該距離に基づいて決定される。
【００７７】
　［００８４］図８及び図９では、照明の表示３４１Ｃにより示される照明効果の大きさ
は、（外側円３４２Ｃのより小さいサイズによって示されているように）ユーザによって
より小さく調整されている。これは、ユーザによる入力によって達成される。例えば、ユ
ーザは、照明効果の大きさを小さくするために（オプションで、その選択後に、）照明の
表示３４１Ｃの上で２本の指のピンチジェスチャを利用する。また、例えば、ユーザは、
照明の表示３４１Ｃをダブルクリックし、照明効果及び／又は光源についての調整可能な
パラメータのリストを与えられる。ユーザによる入力は、実環境における照明効果の所望
の狭小化を引き起こすように、その後照明システムに伝えられる。例えば、光源３１６Ｃ
の周りの反射体の位置決めは、光出力を狭くするように調整され得る。内側円３４４Ｃの
サイズは、光源３１６Ｃのより狭いビーム幅を識別するように小さくもされ得る。光源３
１６Ｃの強度は、図７と図８との間においてはユーザにより調整されなかった。その結果
、照明効果の強度は、外側円３４２Ｃのより明るい濃淡により示されているように図８に
おいてより大きい。
【００７８】
　［００８５］図９には、光源３１６Ｅに対して調整され、それにより棒線３４０Ｅを変
化させる棒線３４０Ｃが示されている。棒線３４０Ｃは、ポインタ３０８を用いて棒線を
選択することにより光源３１６Ｅの方へ動かされ、矢印３０９の方向に棒線を動かす。棒
線３４０Ｃは、また、タッチスクリーン方法を利用して（例えば、棒線３４０Ｃを選択し
てドラッグする、棒線３４０Ｃを選択してディスプレイ３３１を傾斜させる）動かされも
する。棒線３４０Ｃが光源３１６Ｅの方に動かされると、マネキン人形３０３の照明効果
が、ここでは、光源３１６Ｅにより生成され、棒線３４０Ｅにより示されている方向から
もたらされる。新しい光源３１６Ｅのパラメータが光源３１６Ａと実際には異なる（例え
ば、光源３１６Ｅがより遠い又はより高い発光出力を有する）場合、照明の表示３４１Ｅ
は新しい光源３１６Ｅのパラメータにより対応するように調整され得る。図９には、幾つ
かの破線が示されている。これらの破線は、棒線３４０Ｃが調整される個別の光源を示し
ている。或る照明器具では、棒線は、単一の光源でアサートされる多数の個別の位置に調
整される。例えば、実環境内の相対的な位置が動く光源（例えば、クレーン上に配された
光源）の場合、棒線は連続的に動かされる。また、例えば、多数の指向性ＬＥＤソースを
備えた照明器具の場合、棒線は照明器具内部の多数の個別のＬＥＤに調整され得る。
【００７９】
　［００８６］図示されている実施形態では、棒線３４０Ｃの効果端部は同じ位置のまま
であり、光源端部は新しい位置に動かされる。光源端部を動かす少しの可能性（例えば、
別々の光源の数）のみが有効である場合、棒線３４０Ｃは、所望の光源において自由にな
るまで、動かされている間に最も近い可能な光源にジャンプする。クレーン上のライトの
場合、上記棒線は滑らかに動き、クレーンは棒線の光源端部の動きに従う。幾つかの代替
の実施形態では、ディスプレイ３３１上の光源の表示の近くに棒線を動かすと、光源はア
クティブになり（表示は見た目を変える及び／又は実世界の光源は効果のプレビューをす
ぐに示す。）、ユーザが棒線３４０を自由にすると、棒線３４０は最も近い光源に自動的
につながる。オプションで、棒線３４０Ｃにより到達可能ではない領域（例えば、遠すぎ
る及び／又は障害物によりブロックされた光源）がグレー表示され、ユーザに利用可能な
範囲及び／又は棒線３４０Ｃにより到達可能である領域がハイライト表示され得ることを
示す。
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【００８０】
　［００８７］既知のタッチスクリーン、ジェスチャインタラクション方法及び／又は他
の入力（例えば、キーボード、スタイラス及び／又はマウス）を使用することにより、照
明効果の他の特性がオプションで変更され得る。例えば、色温度、色、ビームの形状及び
フィルタ又は光源の前に配され得るゴーボー（遮光板、gobo）の１つ以上が変更される。
例えば、ビームの形状は、照明の表示をダブルクリックし、複数の所定のビーム形状の選
択肢から選択することにより変更される。オプションで、ビーム形状が変更されると、照
明の表示の形状がそのようなビーム形状に対応するように変更され得る。また、オプショ
ンで、色又は色温度が変更されると、照明の表示の色がそのような選択される色に対応す
るように変更され得る。
【００８１】
　［００８８］また、照明効果の時間的及び空間的挙動を変化させるシーケンスは、ユー
ザの入力を介してアクティブにされ得る。光源のパラメータは、オプションで、例えば、
光源のパン、チルト及び／又は階調レベルのロックのような変更を防ぐためのユーザ入力
を介して固定されもし得る。パラメータが固定されると、当該システムは、ディスプレイ
上のそのようなパラメータと逆である相互作用を防止することができる。例えば、棒線を
動かすと、この棒線は、所望の場所における照明効果を作り出すために、必要なパンパラ
メータに対応していないロックされたパンパラメータを有する光源にジャンプしない。
【００８２】
　［００８９］また、或る照明効果に制約が加えられてもよい。例えば、「約１０００ル
クスに強度を保つ」という制約が照明効果に加えられる。照明効果が向きを変更されると
、光源までの距離、従って強度が変化する。この変化は、オプションで、光源の調光レベ
ルを調整することにより自動的に補償される。照明効果が向きを変更されると、光源まで
の距離及び従って強度が変化する。この変化は、オプションで、光源の調光レベルを調整
することにより自動的に補償される。
【００８３】
　［００９０］多数の照明の表示が同じ場所に指し示されると、照明の表示（図中の円）
はディスプレイ中で互いに積み重ねられる。幾つかの実施形態では、積み重ねられた照明
の表示上を数回タップすることにより、ユーザは、積み重ねられているものの個々の照明
の表示を拾い読み（browse through）することができる。
【００８４】
　［００９１］幾つかの実施形態では、物体が実環境に移動される際に照明の表示が該物
体に従うように、照明の表示は実環境において或る物体に固定可能である。例えば、一人
以上の役者が舞台を横切って追跡され得る。また、例えば、棚の上の製品は、手に取られ
る時でさえ照らされることが時々あり、わずかに異なる場所に戻される。インターフェー
スは、どの物体が照らされるべきであるか及びそれに伴う照明特性を示すためにユーザに
対話型のメカニズムを与える。例えば照明強度及びスポットサイズのような性質は、或る
物体に対して固定され得る。
【００８５】
　［００９２］本明細書において幾つかの発明の実施形態が説明及び図示されたが、当業
者であれば、本明細書において述べられた機能を実行する及び／又は結果及び／又は利点
の１つ以上を得るための種々の他の手段及び／又は構成を容易に構想するであろう。また
、そのような変形例及び／又は変更例のそれぞれは、本明細書において述べられた発明の
実施形態の範囲内にあると見なされる。より一般的には、当業者であれば、本明細書にお
いて述べられた全てのパラメータ、寸法、材料及び構成は例示的であるように意図されて
おり、実際のパラメータ、寸法、材料及び／又は構成は本発明の教示が使用される具体的
な用途に依存することを容易に理解するであろう。当業者は、日常の実験のみを用いて、
本明細書において述べられた具体的な発明の実施形態の多くの均等物を認識する又は確認
することができるであろう。従って、上記実施形態は単に例として与えられており、添付
の特許請求の範囲及びその均等物の範囲内において、発明の実施形態は、具体的に説明さ
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。この開示の発明の実施形態は、本明細書において述べられた個々の特徴、システム、物
品、材料、キット及び／又は方法に向けられている。また、そのような特徴、システム、
物品、材料、キット及び／又は方法が互いに矛盾しないのであれば、２つ又はそれ以上の
そのような特徴、システム、物品、材料、キット及び／又は方法の任意の組み合わせは、
この開示の発明の範囲内に含まれる。
【００８６】
　［００９３］本明細書において定義され、使用される全ての定義は、辞書を超える定義
、参照することにより組み込まれる文書内の定義及び／又は定義された用語の通常の意味
を支配すると理解されたい。
【００８７】
　［００９４］明細書及び特許請求の範囲において本願で用いられる不定冠詞「a」及び
「an」は、反対のことを明確に示されない限り、「少なくとも１つ」を意味すると理解さ
れたい。
【００８８】
　［００９５］明細書及び特許請求の範囲において本願で用いられる「及び／又は」とい
う表現は、そのような等位結合した要素、すなわち、あるケースでは接続的に存在する要
素及び他のケースでは選言的に存在する要素の「どちらか一方又は両方」を意味すると理
解されたい。「及び／又は」を伴って列挙された複数の要素は、同じように、すなわち、
そのような等位結合した要素の「１つ又はそれ以上」と解釈されるべきである。「及び／
又は」節により明確に特定された要素以外の他の要素が、明確に特定されたこれらの要素
に関係があろうとなかろうとオプションで存在し得る。従って、非限定的な例として、「
Ａ及び／又はＢ」の記載は、「有する」のような非制限的な言葉と共に用いられる場合、
一実施形態では、Ａのみ（オプションでＢ以外の要素を含む）を意味し、他の形態では、
Ｂのみ（オプションでＡ以外の要素を含む）を意味し、更に他の実施形態では、Ａ及びＢ
の両方（オプションで他の要素を含む）を意味する等である。
【００８９】
　［００９６］明細書及び特許請求の範囲において本願で用いられる場合、１つ以上の要
素のリストに関連する「少なくとも１つ」という表現は、要素のリスト内の要素の任意の
１つ以上から選択された少なくとも１つの要素を意味すると理解されるべきであり、要素
のリスト内に明確に列挙されたありとあらゆる要素の少なくとも１つを必ずしも含むもの
ではなく、要素のリストにおける要素の任意の組み合わせを排除するものではない。この
定義は、明確に特定されたこれらの要素に関係があろうとなかろうと、「少なくとも１つ
」という表現が指す要素のリスト内において明確に特定された要素以外に要素がオプショ
ンで存在することも可能にする。反対のことを明確に示されない限り、１つよりも多いス
テップ又は動作を含む本願の特許請求の範囲のいかなる方法においても、当該方法のステ
ップ又は動作の順序は、必ずしも該方法のステップ又は動作が列挙されている順序に限定
されるものではないことも理解されたい。
【００９０】
　［００９７］また、特許請求の範囲において括弧内に表示される参照符号は、存在する
場合には、単に便宜上与えられており、決して特許請求の範囲を限定するように解釈され
るべきではない。
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